
自己との対話を大切にした体育科学習

～「気付く」から「決める」「動く」へ～

則藤 一起・松原 千夏

  
今年度も探究力と省察性を育むために研究を進めた。体育科でも「省察」の部分を明確にするために，様々な

手立てを考え取り組んでいくこととした。それは，「わかって できる」ことを目指すために大切なことである。

この「わかる」部分に視点を当てると，自己との対話が大変重要になってくる。自己との対話を進めるために，

運動のポイントを明確にしたり，自分が取り組む活動を明確化させたり，学習カードを工夫したりした。運動の

ポイントを明確にすることで，どこを見ればよいのかを理解した。自分が取り組む活動を明確にさせることで，

意図をもって運動に取り組むことができた。学習カードを工夫することで，自分の動きを客観的に捉えたりチー

ムでの考えの共有に役立てたりすることができた。これらの手立てにより，４年生の子どもも６年生の子どもも

運動についてより好意的になり，運動を好きな子どもを育てることができた。 
 
キーワード：自己との対話，省察，意図，わかってできる，学習カード 
 

１．研究の目的

学校提案の方策Ⅰより，「気付く」場面を生む「しか

け」を行う。運動場面において，「動く＝考えて（決め

て）行動する」と考える。何も考えないで動くという

ことはないからである。しかし，“ボールが来たからこ

こに動く（ゲーム）”“なんとなく奥に手を付く（跳び

箱運動）”と直感で動く子どももいる。今までの多様な

運動経験から体がその動きを選んで表現しているので

ある。この“なんとなく動いた”や“一瞬の過程で考

えた”ことを，顕在化して学級で共有することで，運

動のポイントを見る目が養われ，“やってみよう！”と

いう思いをもった運動の好きな子どもが育つと考え，

研究に取り組んだ。 
 

２．研究仮説

体育の時間において，まず“やってみよう”と運動

に取り組む場合と，動きや作戦などを考えて運動に取

り組む場合があるが，どちらにしても運動した後に振

り返ることを大切にする（自己との対話）。そして，共

有場面や振り返り場面において他者と対話をする中で，

また自分の考えを振り返る（自己との対話）。以下に示

す顕在化する方法の３点を，それぞれの単元で適切に

行えたかどうかを検証していく。 
 
 

 
顕在化する方法

➀自己との対話の内容をアウトプットさせる

➁他者との対話を充実させる

➂子どもの思いに対応する教師の手立て

 
➀自己との対話の内容をアウトプットさせる

“自分はこう考えて動く・動いた”ということを

学習カードに書いたり，ペアやグループで話し合っ

たりしてアウトプットさせる。また，活動前にネー

ムプレートを貼り，意思表示させることも有効であ

ると考える。自己と対話し，考えたことを試し，上

手くいったのであれば考えたことが正しかったと振

り返り，失敗したのであればどうして上手くいかな

かったのかを考えさせる。 
➁他者との対話を充実させる

ペアやグループでの話し合いで視点にそって話し

合うようにさせる。活動する前には“どのように動

きたいのか”“どこを見ておいてほしいのか”を友達

に伝えさせる。また振り返り場面においては，「でき

て楽しかった」という技能面だけではなく，「ここに

気を付けたからできた」という思考面でも話し合う

ようにさせる。 
➂子どもの思いに対応する教師の手立て

学習カードに書いたことを次時の支援に生かす。

また，つまずいた場合，すぐに支援するのか周りの

友達の協力を仰ぐのかや，上手くいった場合，その

瞬間を逃さずに賞賛するのか周りの子どもと共有す

るのかなど，常に子どもの思い・行動に対応できる

準備をしておく。 
 
 

自己との対話を行い，共有場面や振り返り場面

においてそれぞれの子どもの考えを顕在化させ，

知識の共有化が図られれば，運動の好きな子ども

（やってみようとする子ども）が育つであろう。 
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３．研究内容・方法 

３.１.第４学年 

３.１.１.体つくり運動 

（コンビネーションなわとび） 

５月の段階であるので，方法➀について，自分の体

の動きについて，学習カードで振り返る習慣をつける。

また，「どんな風にしたいの？」「どんな技を考えてい

るの？」と問うことで，チャレンジしようとする動き

や技をアウトプットさせる。これは方法➁の他者との

対話にもなる。方法➁について，「どこに気を付けた？」

「どうしたらいいと思う？」と繰り返し問うことで，

自分の体の動きに着目させ，友だちと見合う習慣をつ

ける。 
 

３.１.２.投の運動（全Ａゴルフ選手権） 

方法➀で，友達の動きと自分の動きとをタブレット

端末の活用により，客観的に捉えるようにさせる。ま

た，どこの場所で活動するのかネームプレートを貼ら

せることで，自分が伸ばしたいところはどこなのかを

考えて活動に取り組ませる。方法➂について，互いに

運動について見る目が育ってきていると考えるので，

ペアで活動し，アドバイスし合うようにさせる。また，

学習カードから次の時間に伸ばしたいところはどこな

のか（体の向きや目線，助走など）をみとり，個に応

じたフィードバック（個別の賞賛か周りの子どもとの

共有か）を行うようにする。 
 

３.２．第６学年 

３.２.１．マット運動 

自分の技能レベルから倒立前転を習得するために，

必要となる力をつける場を子どもの意見からつくった。    
今回の単元では方法➀と方法➁を中心に取り入れた。

方法➀では，どの場で学習をするのかネームプレート

を貼り，自分の課題や取り組む場を明確にさせた。ま

た，同質ペアで活動をさせたことで，ペアの友達が何

を課題として取り組んでいるのかが明確になり，アド

バイスをし合う習慣をつける。このことにより，これ

からの授業においても方法➁が充実すると考えた。 
 

３.２.２．ゴール型ゲーム 

(６Ａアルティメット) 

チームの中での役割を明確にし，ゲームに積極的に

参加できるように行った。アルティメットでは，方法

➁を中心に行い，チームで作戦ボードを使って作戦を

チームで共有し，立てた作戦が上手くいったのか上手

くいかなかったのかを振り返り，次の試合に活かすよ

うにする。また方法➂では，個人カードとチームカー

ドから，上手くいったところや上手くいかなかったと

ころを詳しく書き出させ，教師とのコメントのやり取

りから自信につなげたり考え直したりさせる。そして

書いていたことを模造紙に書き出し，全体で共有する

ことで，チームで作戦を立てる際の参考にさせる。 
 

４．授業の実際 

４.１.第４学年 

４.１.１.体つくり運動 

（コンビネーションなわとび） 

まずは“やってみたい！”“跳んでみたい！”と思わ

せることが大切だと感じ，導入でトラベラー（回し手

が動いて友達を跳ばす）の映像を見せた。「お～！」と

いう声が聞こえたが，「無理や～。」という声はなかっ

た。３人グループに１本のなわを渡し，「やってみよ

う！」と始めた。授業の中盤で，できているグループ

を全体で見て，「どうしてできたん？」と尋ねると，「ぴ

ょん，すき間，ぴょん，すき間。」の合言葉をつくった

ようだった。このことにより，“ゆっくり回すのではな

く，２拍子跳びにすればいいんだ”ということが分か

り，後半には連続で跳ぶグループや，後ろ向きで跳ぶ

グループなどが出てきた。 

 

図１ トラベラーで大きく回すぞ 

 

 

 

 

 

 

- 92- - 93-



「どうしたら跳べたん？」と問うことで，運動のポ

イントについて記入していた。跳び手が隣の人との間

を詰めることで，回し手は縄を緩ませずに回せたこと

を発見したことがうかがえる。図１は，「ぴょん，すき

間，ぴょん，すき間。」と，２拍子跳びのタイミングで，

すき間を空けているバージョンである。

友達の跳び方から，どのような間隔で跳んでいくの

かを話し合い，取り組んだことがうかがえる。

３人での８の字跳びでは，様々な縄の使い方をして

運動に取り組ませようと，まず私が図２のように見せ

た。案の定「先生，どんな回し方してんの？」と，興

味津々であった。ここからオリジナル技づくりの始ま

りで，８の字の回し方から様々な入り方・跳び方・回

し方を試し始めた（図３）。

図２ 回している私も入っちゃえ！

図３ 右手同士だと反対に入らなくっちゃ！

回し手が入るのを難しそうにしているときには，「手

はどっちの向きで回しているの？」と問い，「そうか反

対や。」と，“上から回ってきたら前跳び・下から回っ

てきたら後ろ跳び”で跳び越すことを発見させた。回

し手の２人が同時に入るグループもあった（図４）。

図４ ８の字回しから３人跳び成功！

コンビネーションなわとびの考察

技を自分たちで工夫できるので，ずっと跳び続けた。

よって方法➀については，教材の工夫により，様々な

技にチャレンジしようとしたことで自分の思いをアウ

トプットしやすかったし，学習カードで振り返りやす

かった。自分たちで工夫しただけあって，「先生，見て

見て！」という声が多く，子どもから見せてくれると，

私から「どんな風にしてるの？」と問いやすかった。

これにより方法➁の他者との対話も充実した。「近づい

たら跳びやすいで。」「腕を伸ばして回したらいいよ。」

「こう回してんの。」「このタイミングで入った。」と言

葉で説明できるので，授業後の学習カードにもたくさ

ん記入できた。３人という人数も良かった。跳ばざる

を得ない人数であるし，周りにたくさんの人がいて恥

ずかしいということもなかったからであり，方法➁が

進んだ。

友だちときょう力したのは，リズムをつくるこ

とです。チームでリズムをつくりました。そし

て，トラベラーのうしろをかならずとべました。

まさきさんのあとに１回休みをつくったらとべま

した。まさきさんは，２回とぶのがにがてそうな

ので，休みを作りました。 すず 

今日はトラベラーで，アメリカに行って，日本

に帰ってくるのを１回だけだけど，できたからう

れしかったです。友だちときょう力したことは，

回す人がやりやすいように，さいしょの人に近づ

きました。 ゆい

（片方跳べたことを，トラベラーの“トラベル”

より“日本からアメリカまで”と共有。よって往

復は日本からアメリカ，そして日本まで帰ってく

るということ） 
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４ １ ２ 投の運動（全Ａゴルフ選手権）

マイボールを購入し，一人ひとつのボールを持って

活動させた。運動場が附属中学校と続いているので，

ｍを使い，ペアで交代で投げて，ゴルフのように進

んでいく単元を考えた。単元の初めに，自分の投げ方

をタブレット端末で撮り，上手に投げる友達の投げ方

と比べさせた。気付いたことは， 
・体をねじらせて投げること

・踏み出す足の幅

・投げる手を頭の後ろに持っていくこと

が多かった（図５）。 

図５ ロイロノートに気付きをかき込む

「投げる方向はもう少し上だな」

 
それらを単元の最初に共有したので，投げ方の特訓

では肘をしっかり上げようとペアの人がピンとロープ

を張ったり（図６），横向きから体をねじって投げるこ

とをアドバイスし合ったりした（図７）。 

図６ 壁まで（１５ｍ）飛んでいけ！

図７ 体は横向きから前へ！

 

図８ ４Ａ投げっぱなしセンター

 
 
また，初めは特訓

の場（図８）の４カ

所をローテーショ

ンしたが，４時間目

からは，自分が身に

付けたい・パワーア

ップさせたいとこ

ろを考えて場を選

び（図９），活動する

時間とした。 
 
 

図９ ここをパワーアップさせる！

 
 
 
 
 
 
 
 
ペアと活動の場を選ぶので，どこに課題があるのか

を考え，取り組んだことがうかがえる。 

今日はれんしゅうのとき，なぜターザンとパス

パスにしたかと言うと，うでをのばして力を入れ

ることをきたえてから，パスパスでためしたかっ

たからです！ コースは７ ５回だったので，次

は６回か６ ５回をめざしたいです！ 左手を出

すのもがんばります！ まさみ 
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単元の最後には，もう一度タブレット端末で自分の

投げ方を撮り，初めの自分と比べて成長したことを記

入した（図10，11）。 

図 横向きからねじれるようになったよ

図 足の踏み出す幅が大きい！

全Ａゴルフ選手権の考察 

方法➀についてはタブレットの活用が大いに役立っ

た。視覚化したことで，肘の位置や体の向きを意識し

続けることができ，投げ方は明らかに変化した。単元

初めと比べて，全員が体をねじって投げることができ

るようになった。また図９で述べたように，その活動

に意図をもち，意欲面でも下がることなく取り組み続

けられた。方法➂については，投の運動が個人種目で

あったこともあり，自分の投げたい思いが先行し，ア

ドバイスの面が少なかった。気を付けたいところはた

くさんあるので，“この時間に気を付けること”を学習

カードに書くだけではなく，ペアと共有させる手立て

が必要であった。 
 

４ ２ 第６学年

４ ２ １ マット運動

単元に入る前に，マット運動について聞いてみると，

苦手だと感じている子どもが大半であった。小学校生

活最後のマット運動であるので，“やってみよう！”“チ

ャレンジしたい！”と思えるような授業にしたいと考

えた。 
既習の学習事項から倒立前転に必要な力を見つけ，

それぞれの力をつける場を設定した。自分はどの場で

力を高めていく必要があるのか自覚するために，授業

前にどの場で練習するのかネームプレートを貼らせた

（図12）。 

図 ここに決めた！

 
設定した場のゴールも子どもたちと話し合って決め，

何ができれば次の場に進めるのか，どうすれば倒立前

転が習得できるのか考えさせた（図13）。 

図 ゴールはこれ！

倒立前転のイメージを掴ませるために，クラスの子

どもの動画を事前に撮影しておき，上手くできている

子どものものと，後頭部から背中への順次接触が上手

くいかず背中からマットについてしまう子どもの動画

を見比べた。それに合わせて動きの順序に沿ったイラ

ストを使って倒立前転を見ることで，倒立前転のコツ

を捉えさせた（図14）。 

図 体が一直線だ！目線が変わってきた
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また，同質ペアで学習を進めることで，何ができて

いて何ができていないのかをお互いに見合ったり，声

を掛け合ったりする姿が見られた（図15）。

図 ここまで足を上げて！（カエルの足打ち）

マット運動の考察

方法➀について，自分の技能レベルを自覚するため

に，倒立前転に必要となる力を既習事項から出してい

くことで，自分がどこまでできるのか，どんな力をつ

ければ良いのか，その力をつけるために何をすればよ

いのかが明確になり，考えて取り組むことができた。

また同質ペアで行うことにより，失敗しても恥ずかし

くないという安心感からクラス全体が積極的に取り組

む姿が見られた。方法➁については，朝の会などの時

間を使って倒立前転のコツをタブレットで調べる活動

を取り入れたことで，技のポイントを分かってアドバ

イスすることができた。 

４ ２ ２ ゴール型ゲーム アルティメット

この単元では，４対２でゲームを行った。オフェン

スを有利にすることで仲間へのパスが通りやすくなり，

ディスクを持たない時の動きについて考えやすくなる

と考えたからである。しかし，チームプレーが苦手な

子どもはディスクを追いかけたり同じ場所に立ち止ま

ったりする姿が見られるだろうと考え，チームの中で

の必要な役割を出させた。

子どもから出た役割

・チームの中心になってパスを回す

・指示などを出す

・マークを引きつける

・おとりになる

・ディフェンスのいない場所に動いてパス

・得点につなげるパスを出す

・エンドゾーンの近くにいる

・得点を取る

自分たちのチームに必要な役割や誰がその役割を果

たすのか決めさせた。そして，チームの中のそれぞれ

の役割からどういうプレーができるのか作戦ボードを

使いながら考えさせた。（図16）

図 おとりになるからパスをつないで！

 
図16のように作戦ボードをつかうことで，イメー

ジしにくい動きも視覚的に捉えられるようになった。

チームの動きや作戦を共有したことで，ゲームでの動

きにつなげることができた。 
単元中盤には，オフェンスもディフェンスも真ん中

のラインに並ばせ，ゲームを始めるようにルールを追

加した（図17）。 

図 あそこに投げたいな・・・！

図 仲間のパスを予想して動くぞ！

ルールを追加したのは，仲間の動きを予想してパス

をつないでいくためである。一列に並ぶことで，自分

の役割を果たすためにはどう動くのかを考える必要が

出てくるので，自然と仲間の動きに目を向けられると

考えた。クラスの中には，仲間の動きを予想して臨機
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応変に役割を変えながらゲームに取り組めている子ど

もも見られた。 
学習カードでは，チーム(図19)・個人(図20)それ

ぞれ振り返りを行い，上手くいったところや上手くい

かなかったところ，気付いたことなどを記入させた。

それだけではどうして上手くいったのか，いかなかっ

たのか子ども自身が気付かない場合もあるので，「ど

うして？」「みんなの動きはどうだった？」「相手はど

こにいたの？」など問いかけたり，カードでコメント

のやりとりをしたりして，自ら探究していく姿を引き

出した。 

図 チームカード「すばやく作戦」

図 個人カード「相手のウラって！？」

 

アルティメットの考察

方法➁について，一人一人役割を決めることで，チ

ームで話し合い，協力しながらゲームに参加すること

ができた。単元初めのようなディスクを追いかけるだ

けの姿やコートに立ち尽くしてしまう姿は見られなく

なった。授業の回数を重ねるごとに，ディスクの投げ

方が上達したり，チームの仲間の役割に合わせてパス

をつないだりして，全員が楽しく，積極的に取り組む

ことができた。方法➂については，作戦を立てる際に

活発に話す子どもと聞く子どもに分かれてしまい，作

戦を共有することの難しさを感じた。大部分は共有で

きていても，ゲームが始まれば思い通りの作戦で進め

ることは少ない。だからこそ，細かい部分も共有して

いける手立てが必要であったと感じた。 
 

５．成果と課題

意図をもって活動させるということを主に取り組ん

できたので，自己との対話はかなり進められたように

思う。特に，運動が苦手な子どもが，「どうしたらでき

るんだろう？」「次は，ここに気を付けたいです」と意

欲的だった。また，友達からのアドバイスによってで

きるようになったことが多く，“体育は友達と協力して

いく”ということも感じられたようだった。見る視点

については，共有場面や振り返り場面において話し合

うことで運動のポイントに気付くことができた。それ

は，跳び方によって手の着く位置を前か後ろにするこ

と，手の着き方は広げるということ，縄に入るタイミ

ングは縄が地面に付いた時であること，投げる時は体

全体を使うように腰をねじること，ディスクをもらう

には仲間の動きとタイミングを考えるということなど

である。さらに活動中に友達の動きを見て確認する姿

もあった。以下は，４月と比べてどう感じているかの

アンケート結果である。

表１ ４年生の初めと比べて
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表２ ６年生の初めと比べて

アンケート結果から，４・６年生共に，運動が得意

になった・変わらない子どもが大半を占めた（６年生

の２人だけが下がり，理由は室内で過ごすことが多か

ったため）。友達との協力は，４年生では８割が，６年

生では９割が増えたと答えた。内容として，友達への

アドバイスが多く見られた。これは他者との対話を充

実させた結果であると考える。また，体育の時間に考

えることは，４年生では７割が，６年生では８割が増

えたと答えた。両学年とも，体の動かし方やチームで

の動き方・作戦などを考えさせることができたことに

よるものと考える。このことにより，“分かってできた”

→“得意になった”“体育が好きになった”ということ

にもつながったと考える。

課題として，思いを共有することの難しさを改めて

感じた。運動のポイントだけではなく，この思いの部

分も可視化することで，活動中に相手の思いを感じな

がら学習に取り組むことができると考える。今後も，

自己との対話を大切にしながら，思いを可視化する方

法の研究を深めていきたい。
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